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1. 配位子交換法によりポリアニリン／金属ナノ粒子複合体（金属 = Au, Pt, and Ag）を合成している。これまでの
報告例よりも多くの金属種がポリアニリンと複合化可能であることを見出しているが、ポリアニリン／金属ナノ
粒子複合体中には犠牲配位子であるでんぷんの残存が確認されている。 
2. テンプレート法によりポリアニリン／金属ナノ粒子複合体（金属= Au, Pt, Pd, Ag, Cu, and Ni）を合成してい
る。ポリアニリンがこれまでの報告例よりも多くの金属種と複合化可能であることを見出し、さらに複合化する
金属種により生成する金属ナノ粒子の粒子径が異なることを見出している。 
3. テンプレート法により合成したポリアニリン／金属ナノ粒子複合体（金属= Au, Pt, Pd, Ag, Cu, and Ni）をプ
ロトンドープし、導電性ならびに活性酸素発生電極としての評価を行っている。導電性の評価において、Ni を複
合化した場合に、ポリアニリン単独の場合に比べて、導電性が向上することを見出している。また、加湿器にお
ける殺菌用途を想定した評価を行い、活性酸素発生電極として使用した場合には、Ag、Cu 及び Ni を複合化した場
合に、ポリアニリン単独の場合に比べて、電極としての繰り返し耐久性が向上することを見出している。 
以上のように、本論文は各手法により、ポリアニリン／金属ナノ粒子複合体を合成し、これまでの報告例よりも多
くの金属種と複合化可能であることを明らかにしている。また、複合化する金属種により金属ナノ粒子のサイズや導
電性、活性酸素発生能力といった特性が大きく変化するという知見を得ている。本研究で開発されたポリアニリン／
金属ナノ粒子複合体は殺菌用途等新たな用途拡大の可能性を与えた点で意義深いと思われる。 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
